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深層学習は，演算量が膨大であることから，graphics processing unit（GPU）や application specific 
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 本論文に関し，調査委員から，Shared Synapse Architectureでは，AEに必要な演算をどのよう
に実装しているのか，シナプス共有の利点や欠点はどんなものか，提案学習法で作成したAEに
未知のデータが入力されたときの挙動はどうなっているのかなどの質問がなされたが，いずれも
著者より満足な回答が得られた． 
 また，公聴会では，学内外より 25名の出席者があり，シナプス共有時，提案する学習法を適
用したAEではバイアス項はどうなっているのか，設計したAE回路でどうやって大規模なAE
を実現するのか，などの質問が多数あったが，いずれも著者の明快な説明により質問者の理解が
得られた． 
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査した結果，
本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
 
